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艾蕪の第三次南行
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. (如中国作家六百人!J癌) ,写的一本小冊子(艾蕪覚え書)(A note 。n ``Ai Wu"),就写
成我是1908年生。我看了之后,才去信較正。他治学精細,写了八本有閑我的
作品,把三次的南行,都用図線画出。中国評論家碩少這様作品。不多談了。
此致
敬礼.′
艾蕪
1985年7月8日子成都
艾蕪の第三次南行 23
この書簡は一種の紹介状であるO私が昆明で鴻女史と会うための準備工作で
ある。私は前もって、今度は昆明へも足を伸ばすことを先生へ知らせておいた
のであった。渦女史がわざわざ持参して私に見せ、私がコピーをお願いしたの
である。
8月23日(金)、昆明発広州行きの0210便の飛行機は定刻から一時間あまり後
れて、 10時半に飛び立った。昆明飛行場の隅には小型遊撃戦闘機が十数機、一
列横隊に並んでいた。今や、印度から援蒋物資を運んだあの米機の機影は無い。
昆明の飛行場には中国の飛行機だけだ。外国のあの軍用機は姿を消していたの
である。
上空から雲南の連山が見えるがと期待していたが、雲海の連続でがっかりし
た。しかし、所期の目的を達した満足感が私の胸裡には充満していたのである。
1985年10月5日干樟東書屋記
(再順華来日を目前にして)
(昭和60年10月11日受理)
